
.[″
|「

ゆ
る
唯

一
つ
も
の
で
あ
る
。
私
は
此
の

一
例
か
ら
、
九
州
地
方
ヽ
奈
ｉ
縣
下
の
射
飾
〓
箕
に
■
ヽ

ゐ
た
も
の
も
あ
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て
見
る
。

前
方
に

‐も
ｔ
祠
堂
‐が
あ
り
、
こ
こ
に
壁
書
０
社
た
に
一

昭

和
十

八
年

八
月
十
四

日

所
謂
笠
置
寺
と
は
此
の
磨
崖
俳
と
共
の
前
の
畦
堂
の
謂
で
あ

巻
五
別
営
章

第
七
の
第
十
八
、
大
法
師
玄
津
の
任
記
の

笠

置

寺
´

岩

壁

書

一
　

笠

置

寺

の

創

立

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

笠
世
寺
の
創
立
に
開
す
る
事
情
、
其
の
年
代
は
早
く
も
午
安
朝
の
末
に
は
明
ら
か
で
な
か
つ
た
ｏ
延
喜
式

酪
脚
磁

に

「
相
業
那
肥
鷺
閑
」
ル
・あ
る
如
く
、
も
と
は
鹿
鷲
と
書
い

た
ら
し
い
の
に
、
今
＝
物
‐ｉｌｌ
集

勢
十

に
は
早
く
も

「
笠
置
」
と
い
ふ
字
面
に
基
い
て
、
周
知
の
如
き
著
名
な
物
語
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
併
し
あ
の
物
語
に
肥
狩
を
し
た
と
あ
る
の

は
、
現
鷺
の
字
面
か
ら
末
て
ゐ
よ
う
。　
又
良
排
が
此
の
磨
崖
佛
を

「見
付
ケ
奉
テ
其
後
ヨ
リ
行
ヒ
始
タ
ル
」
と
あ
る
こ
と
は
、　
此
の
座
崖
佛
や
笠
置
寺
の
こ
と
が
東
大
寺
の
記
載

に
多
く
見
え
る
こ
と
ヽ
照
合
し
て
、
之
が
東
大
寺
と
の
開
係
に
於
て
造
顧
さ
れ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
ゐ
る
。
東
大
寺
要
録
谷
六
の
末
寺
車
第
九
に
は
新
薬
師
寺
の
次
に
、
第
二
位

に
「笠
置
峙
」
と
あ
り
、
東
大
寺
瀬
要
録
勢
は
章

に
も

「
一
末
寺
」
と
し
て
労
頭
に
「笠
硝
寺
山
城
回
件
寺
廻
田
所
出
四
十
餘
石
也
慶
麒
＝
痛
姉
札
ｒ
朝
難
号
と
あ
る
。
恐
ら
く

之
に
近
い
開
係
は
創
立
営
初
よ
り
あ
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

笠
置
寺
は
爾
勒
石
像
を
本
箪
と
し
て
創
立
さ
れ
た
寺
で
、

る
。
此
の
寺
の
名
の
記
録
に
於
け
る
初
見
は
、
東
大
寺
要
鉄

元
慶
元
年
、
笠
置
寺
八
講
始
行
、
時
座
主
慶
流
大
徳

で
あ
る
が
、
恐
ら
く
此
の
寺
の
創
立
年
代
、
請
う
爾
勒
佛
の
造
顧
年
代
は
奈
良
朝
、
或
は
不
安
朝
初
期
に
湖
る
と
見
ら
れ

る
。
ど
い
ム
の
は
笠
置
出
か
ら
奈
良
朝
式
の
上
国
の
如
き
鐙
九
を
出
土
し
て
ゐ
る
か
ら
で
、
九
は
濃
堂
、
或
は
信
房
に
使

用
さ
れ
て
ゐ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
¨

一一
　

趙

堂

の
焼

失

年

代
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笠
置
寺
縁
起

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

元
弘
元
年
辛
未
八
月
十
八
卜
、
成
刻
二
城
中
二
火
テ
放
ッ
間
、
寄
手
ノ
軍
兵
吼
入
畢
、
是
ヨ
リ
宮
ハ
叉
和
東
へ
行
幸
成
セ
給
ワ
、　
然
間
寄
手
雨
ノ
ロ
ヨ
リ
訛
入
テ
所
々
二
火
テ

放
ツ
間
、
本
堂
テ
始
テ
、
堂

ヽ
塔
坊
合
、
鈍
模
、
経
蔵
、
悉
被
燒
排
畢
ヌ
、
一

二
千
手
堂
、
六
角
堂
、
大
湯
屋
バ
カ
リ
ゾ
残
リ
ク
リ
、　
２
二
肥
狐
頻
二
玖
テ
、
本
堂
ノ
猛
火
木
尊

テ
覆
、
石
像
燒
タ
ダ
ン
テ
、
化
人
刻
彫
ノ
樽
容
已
二
埋
浅
セ
リ

ど
あ
る
の．
で
、

一
般
に
は
爾
勒
石
以
下
の
諸
磨
崖
俳
が
焼
失
し
て
剣
明
し
な
く
な
つ
た
の
は
元
弘
元
年
以
後
の
こ
と
ゝ
さ
に
て
ゐ
る
。
併
し
鎌
倉
初
期
に

は
完
成
し
て
ゐ
た
覺
騨
り
に
示
す
此
の
爾
勒
石
の
同
を
見
る
と
、
中
奪
は
既
に
踏
分
蓮
座
‐の
上
に
立
つ
て
ゐ
て
、　
一
見
し
て
之
は
大
野
の
石
佛
を
鳥
し
た

も
の
で
ぁ
る
こ
と
が
分
り
、
左
右
の
比
丘
形
も

一
人
は
捕
か
れ
ず
、
捕
か
れ
て
ゐ
る
一
比
丘
の
持
物
や
中
年
の
衣
文
も
異
る
か
ら
、
爾
勒
石
の
像
様
が
地

上
か
ら
姿
を
清
し
た
の
は
、
鎌
倉
以
前
の
火
災
に
よ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
醍
醐
雑
事
記

巷
七
に

天
治
二
年

壺^
り

同
五
年

麒
二
月
十
六
日
、
清
瀧
含
、
四
月
　
　
日
、
笠
置
寺
濃
堂
燒
亡
、
佛
御
足
焼

云
々

と
あ
つ
て
、
中
奪
の
足
部
の
不
明
に
な
り
、
た
め
に
誤
ら
れ
た
事
情
が
よ
く
分
る
の
で
ぁ
る
。
雨
比
丘
は
中
奪
に
比
べ
る
と
餘
程
小
さ
い
も
の
で
ぁ
っ
た

か
ら
、

恐
ら
く
之
も
足
部
ど
ヽ
も
に
燒
大
し
た
の
で
あ
ら
う
。

そ
の
た
め
に
覺
輝
釣
に
誤
う
描
か
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
吾
妻
鏡
趙
■
九
久
元
年
四
リ

の
條
に
十
日
癸
卯
、
晴
、
笠
置
解
脱
上
人
使
者
去
此
参
着
、
於
営
寺
、
可
建
諧
堂
間
、
所
申
落
軍
家
御
奉
加
也
、
例
今
日
賜
秒
金
已
下
重
賓
等
於
彼
使
、
但
無

御
奉
加
之
状

云
々

と、
あ‐
る
の
は
、
此
の
火
災
後
の
再
建
の
こ
と
を
い
ふ
の
で
、
工
學
博
士
故
足
立
康
氏
が
之
を
改
造
と
解
さ
れ
た
の
は
誤
で
ぁ
る
。

‐
‐

　

　

　

三
　

爾

勒

石

の
彩

色

に
開

す

る
疑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
／

本
朝
世
紀
、
久
安
五
年
五
月
十
二
日
の
條
に
、
鳥
勿
法
皇
が
卿
相
雨
二
人
を
仙
洞
に
召
さ
に
、
得
長
壽
院
の
修
理
に
常

つ
て
共
の
沐
年
を
移
動
さ
せ
る

こ
と
の
可
否
を
御
下
間
に
な
つ
た
と
こ
ろ

左
大
落
雅
定
卿
、
権
大
納
言
伊
通
卿
等
申
云
、
御
佛
霊
験
佛
也
、
輛
不
可
奉
動
者
、
以
大
木
、
扶
持
御
堂
、
何
不
叶
哉
、
若
狛
可
傾
者
、
西
方
、
可
作

廊
二
宇
、
東
大
寺
大
俳
新
、
以
開
眼
之
後
、
鳥
雀
犯
之
、
笠
置
爾
勒
、
加
彩
色
之
後
、
霊
験
惟
少
、
准
此
等
例
、
更
不
可
動

笠
置

寺

の
岩

墜
霊



様
也
」
と
あ
る
の
で
、
足
立
博
士
は

「
こ
の
情
勒
像
は
営
初
着
色
さ
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
が
藤
原
時
代
頃
新
た
に
彩
色
が
加

へ
ら
れ
た
」
．と
断
定
し
て
ゐ
る

が
、
之
は
本
靭
世
紀
の
み
か
ら
の
氏
の
獨
断
で
ヽ
氏
に
微
つ
て
沙
石
集
を
基
準
に
し
て
断
定
す
れ
ば
、
鎌
倉
頃
新
た
に
彩
色
が
加

へ
ら
れ
た
こ
と
に
な
ら‐

う
。
併
し
私
は
爾
勒
石
に
造
顧
営
初
に
は
彩
色
が
な
か
つ
た
と
は
考

へ
な
い
。
此
の
石
佛
が

奈
良
朝
の
造
願
で
あ
れ
ば
、
必
す
や
彩
色
を
施
し
て
ゐ
ｔ
で
あ
ら
う
。
唯
大
治
五
年
四
月
の

火
災
に
彩
色
が
汚
損
し
た
の
で
、
新
ら
し
く
生
々
し
い
彩
色
を
加

へ
、
た
め
に
不
許
剣
で
あ

つ
た
こ
と
が
覗

へ
る
。
法
隆
寺
別
常
次
第
等
に
形
色
の
塗
替

へ
を

一
々
塗
替

へ
と
記
さ
す
し

て
、
唯
彩
色
と
い
ふ
の
を
参
照
す
べ
き
で
あ
る
。今
日
で
も
古
祀
寺
の
修
理
彩
色
を
見
る
と
、

好
古
趣
味
の
人
は
大
抵
悪
日
を
言
ひ
、
等
し
く
修
理
以
前
の
古
色
蒼
然
と
し
て
め
た
方
が
よ

か
つ
た
と
非
難
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
此
の
場
合
は
殊
に

一
場
の
論
争
で
あ
る
か
ら
、
言
葉

の
言
ひ
が
か
り
上
、
又
筆
の
す
さ
び
炒
ら
、
造
顧
営
初
の
爾
勒
像
に
果
し
て
彩
色
が
あ
つ
た

か
無
か
つ
た
か
を
十
分
調
査
吟
味
し
な
い
で
、
恐
ら
く
火
災
や
雨
露
で
大
牛
は
剥
げ
て
ゐ
た

で
あ
ら
う
彩
色
石
像
を
、
本
来
彩
色
の
な
か
つ
た
も
の
と
見
誤
つ
た
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
。

何
れ
に
し
て
も
此
の
磨
崖
佛
が
本
泰
彩
色
像
で
あ
つ
た
こ
と
は
動
か
な
い
事
責
で
、
此
の
馳

岩
壁
書
と
し
て
奪
い
作
例
で
め
つ
た
詳
だ
。

四
　

雨

比

丘
形

の
形

式

仁
和
寺
の
頭
贅
館
に
爾
勒
菩
薩
蓋
像
集
と
い
ふ
不
安
朝
の
日
像
集
が
あ
る
。
蓋
像
集
と
い

ふ
が
書
像
の
爾
勒
像
を
集
め
た
も
の
で
な
く
、
著
名
な
爾
勒
像
を
集
め
た
も
の
で
、
清
水
寺

塔
の
條
に
「自
嘉
詳
元
年
、
至
康
和
三
年
、
成
二
百
五
十
四
年
」
と
ぉ
り
、
開
寺
の
條
に
も

「自
件
年
、
至
康
和
三
年
辛
丑
、
成
八
十
年
」
と
あヽ
る
か
ら
、
之
が
康
和
三
年
に
書
か
れ
ｔ
こ

第215岡 輛勤書l1/T蓋像集に見ゆる笠置の鸞勘 第 216肺 1 笠置性茶7F部分(原宙太郎It蔵 )



と
が
分
る
。
合
の
中
に
第

８
ト
ロ
の
好
き
笠
置
の
爾
勒
像
の
見
取
個
が
見
‐
た
る
。
我
々
は

之
に
よ
つ
て
今
は
な
移
笠
置
寺
の
本
奪
を
想
像
す
る
詳
で
ぁ
る
が
、
・
中
奪
の
左
右
に
柄
香

燎
を
攣
げ
た
比
丘
と
袈
裟
を
握
っ
た
比
丘
が
描
か
れ
て
ゐ
る
。
此
の
柄
香
燒
を
攣
げ
た
方

と
全
く
同
じ
形
の
比
丘
は
山
西
省
太
原
縣
天
龍
山
石
窟
の
第
二
窟
西
南
隅
壁
の
浮
彫
に

も
、
第
一一一窟
東
南
隅
壁
の
浮
彫
に
も
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
夫
等
雨
窟
の
雨
比
丘
は
何
れ
も

園
い
頭
光
を
背
つ
て
ゐ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
此
の
仁
和
寺
本
の
表
紙
裏
に
は

「
以
浮

固
委
細
枚
合
了
、
浮
固
者
花
戒
院
大
信
正
寛
暁
作
也
」
と
め
る
の
で
、
足
立
氏
は
「
寛
暁
の

団
像
Ｌ
枚
合
し
て
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
固
は
餘
程
信
頼
し
て
も
ょ
い
も
の
で
ぁ
ら
う
」

と
言
つ
て
ゐ
る
が
、
私
は
比
丘
の
頭
光
を
失
し
て
ゐ
る

一
肺
か
ら
も
、
此
の
康
和
本
と
て

さ
し
て
信
憑
し
得
る
も
の
と
は
考

へ
な
い
。
殊
に
袈
裟
を
握
っ
て
ゐ
る
比
丘
の
姿
勢
は
書

だ
し
く
原
形
か
ら
崩
れ
た
も
の
に
相
違
な
く
、
原
富
太
郎
氏
蔵
の
笠
世
曼
茶
維
の
比
ｉ
に
見
る
形
が
よ
う
原
形
に
庶
幾
い
筈
で
ぁ
る
。
そ
れ
は
慶
州
石
窟

庵
の
十
大
弟
子
中
の
一
人
の
形
や
、　
一
乗
寺
に
減
す
る

一
老
比
丘
の
形
を
見
ら
れ
ヽ
．ば
直
ち
に
分
ら
う
。
衣
は
も
っ
と
高
く
攣
げ
て
心
に
佛
を
念
す
る
形

を
し
て
ゐ
た
筈
で
、
皮
和
本
が
漢
然
と
仰
い
で
ゐ
る
の
は
供
養
比
丘
の
形
で
は
な
い
。
何
れ
に
し
て
伊
之
等
の
雨
比
丘
は
雨
脇
侍
で
は
な
く
、
群
迦
の
雨

脇
侍
と
し
て
十
大
弟
子
中
の
阿
難
と
迦
葉
を
置
く
類
と
は
別
で
、
従
っ
て
之
等
の
比
丘
形
は
誰
の
像
と
限
定
し
て
造
顧
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
思
ふ
。

狂
尊
の
雨
脇
に
あ
る
比
丘
形
を
、
任
意
に
拉
し
ホ
っ
て
模
し
た
も
の
で
ぁ
り
、
私
は
笠
置
の
輸
勒
石
にに
於
て
も
比
丘
形
は
頭
光
を
負
っ

大
陸

の
諸

石
佛

昨
増

の
雨
脇

に
あ

る
比

丘
形

を
、
有
清

に
お

し
か

′
´
て
霧

ｔ
ｉ
ｔ

σ
．
■
ど
―

　

ィ４
Ｌ

浄
彫
で
あ
つ
た
と
信
じ
て
ゐ
る
。

工
　
薬
師
石

文
殊
石

雨
界
曼
茶
′維
石

の
解
澤

爾
勒
石
は
今
高
さ
五
十
二
尺
、
幅
四
十
二
尺
の
大
岩
壁
に
基

，
光
式
の
彫
う
凹
め
を
作
つ
た
だ
け
が
残
っ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
笠
置
山
に
ば
猫
高
さ
十
二

尺
、
幅
十
六
尺
の
文
殊
石
、
高
さ
四
十
尺
、
幅
舟

一
尺
の
薬
師
石
、
高
さ
四
十
八
尺
、
幅
十
七
尺
の
金
剛
界
石
、
高
さ
四
十
尺
、
幅
舟
三
本
の
胎
蔵
界
石

が
あ
り
、
夫
等
の
壁
面
に
は
夫
々
彫
像
が
あ
っ
た
ど
ぃ
ふ
の
で
ぁ
る
。
と
こ
ろ
が
不
思
議
な
こ
と
に
之
等
の
諸
像
及
び
雨
界
曼
茶
羅
は
古
木
諸
書
に
一
つ

笠

置
寺

の
岩
壁
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一天

一　
ゝ
　

　

　

　

　

　

　

‘
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一
４
，
′
橡
だ
離
一
ち
す‐‐卜
耐
界‐卵
難
胎
″
」
ふ
贋
ｒ
」
れ
計
じｒ
一肝
肝
鷹
．卜
」
¨
群
．に正
一年一
肝
に
く，‐‥が
籍
け
れ
経
由
に
野
な‐‐″
肝
』
耐
¨
〆
・綺
ビ
一ビ

′

１

ン
　

ー

ι

く

夷

窯

θ

‘

希

れ

爾

呂

考

そ

罪

壁

西

σ

を

解

に

ぎ
な
い
夕
の
で
、
元
本
夫
等
の
岩
壁
面
に
は
佛
像
や
曼
茶
羅
わ
刻
出
さ
れ
て
ゐ
た
も
の
Ｐ
は
あ
れ
ま
い
ど
。
．若
レ
葉
師
在
に
薬
師
策
が
、
文
外
在
し
た
殊

像
が
刻
さ
れ
て
ゐ
た
と
す
れ
ば
、
必
す
や
何
か
の
書
に
共
の
旨
が
何
等
か
の
形
で
見
え
た
筈
で
あ
る
。
今
日
の
欧
米
風
の
唯
物
史
観
的
な
教
育
を
受
け
た

我
々
は
、
薬
師
石
と
言

へ
ば
必
す
薬
師
像
が
刻
ま
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
承
知
し
な
い
が
、
音
の
人
は
葉
師
石
と
い
ふ
岩
壁
面
そ
の
も
の
を
薬
師
と
し
て
趙
弄

し
、
其
の
岩
壁
面
に
泊
ら
の
眼
底
に
夫
々
私
力，
に
共
の
像
様
を
想
起
し
て
‐、
以
て
心
に
之
を
念
じ
得
た
の
で
あ
る
。
之
は
神
像
と
し
て
三
石
を
用
ひ
、
大

木
、
山
等
を
信
仰
し
た
日
本
人
と
し
て
さ
も
て
不
審
な
こ
と
で
は
な
い
。
日
本
の
古
い
信
仰
形
式
で
あ
つ
た
の
だ
。　
Ｍ
馴
翻
群
わ
徴
師

一（
　

所

謂
虚

杢

威

石

に
開

す

る
疑

如
上
の
解
群
の
常
れ
る
こ
と
を
最
も
適
切
に
立
證
す
る
も
の
が
所
謂
虚
杢
蔵
石
と
呼
ば
れ
る
岩
壁
面
の
輸
勒
普
薩
像
で
あ
る
。
之
は
様
式
上
藤
原
時
代

を
湖
る
１，
の
で
な
い
か
ら
、
恐
ら
く
大
治
五
年
四
月
の
火
災
後
に
、
本
来
あ
つ
た
根
本
本
奪

の
爾
勒
如
木
像
が
焼
損
し
た
の
で
、
新
し
い
第
二
世
の
怖
勒
像
と
し
て
造
順
さ
れ
だ
も
の
と

見
ら
れ
、
日
本
世
紀
や
沙
石
集
に
信
仰
が
餘
り
集
ま
ら
な
く
な
つ
た
と
い
ふ
の
は
、
根
木
像

に
新
ら
し
く
彩
色
替

へ
を
し
た
り
、
か
う
い
ふ
新
爾
勒
像
を
造
顧
し
た
う
し
た
ゝ
め
と
見
ら

れ
る
が
、
批
の
岩
壁
面
は
古
く
像
の
な
か
つ
た
頃
か
ら
虚
空
藤
啓
´
い
つ
信
仰
さ
れ
て
ゐ
た

の
で
あ
ら
う
。
そ
れ
を
中
途
に
其
の
岩
壁
面

へ
爾
勒
像
を
刻
ん
だ
。
併
し
信
仰
は
ぞ
ん
な
造

形
的
な
こ
と
で
憂
る
も
の
で
は
な
い
。
固
像
に
暗
い
善
男
信
汝
達
は
、
虚
杢
蔵
石
に
輸
勒
像

が
刻
ま
れ
て
も
・依
然
と
し
て
之
を
虚
杢
蔵
石
と
し
て
信
仰
し
、
虚
杢
蔵
石
と
呼
び
慣
は
し
て

改
め
な
い
の
で
あ
る
。
之
が
虚
杢
戒
菩
薩
の
像
で
な
く
怖
勒
菩
薩
の
像
で
あ
る
こ
と
は
、
天

治
二
年
在
銘
の
今
宮
神
祗
の
四
佛
石
中
の
、
南
方
鷲
勒
菩
薩
像
の
頭
部
と
之
を
比
較
し
、
唐

招
提
寺
講
堂
や
地
獄
谷
の
本
奪
怖
勒
像
の
手
と
之
を
比
較
す
に
ば
自
ら
明
弓
か
で
あ
る
。
像

は
高
さ
四
十
二
尺
、
幅
十
四
尺
の
岩
壁
面
に
、
燿
身
光
式
の
彫
り
側
め
を
作
め
、
中
に
像
高

|・
・

′
1
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笠
　
′
ラ
ｊ
ォ
ー
ー
ク
″
と
し
て
之
を
虚
基
威
石
と
し
て
信
仰
し
、
虚
杢
蔵
石
と
呼
び
慣
は
し
て

約
二
十
足
し
餘
る
坐
像
を
線
刻
し
て
ゐ
る
の
で‐
あ
る
が
、
此
の
像
に
は
多
分
に
密
教
固
像
的
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
寺
博
に
弘
法
大
師
が
此
の
像
の
前
で
虚

杢
蔵
求
聞
持
法
を
修
し
た
と
い
ふ
が
、
も
と
ょ
り
其
慶
古
い
も
の
で
は
な
い
。
之
を
杢
海
に
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
寺
博
の
中
に
は
、
恐
ら
く
大
野
寺
が

杢
海
の
創
立
だ
と
い
ふ
博
が
混
在
し
て
ゐ
よ
う
。
尤
も
杢
海
の
修
法
は
像
の
な
い
Ｅ
石
の
前
で
行
つ
た
と
も
見
得
よ
う
。
　
　
　
昭
和
十
八
年
一
月
十
八
日

獄

谷

石

窟

の

壁

蓋

一

石

窟

の

現

状

地
獄
谷

の
石
窟

は
俗

に
聖

人
窟

或

は
穴
佛

と
謂

ひ
、

地
獄
谷
石
窟

の
壁
露

Ｆ̈
一
●

∵
一，
１
」
」
一●
１
一
１
´
●
〓
・■
■
、■
´
Ｌ
ン
ト
■
」■
卜
，１１，」
Ｌ
，
”
」
――
に

十

■ヽ
」
Ｆ‥
■

¨

一―
ト

´

石
材
を
切
り
出
し
た
後
が
石
窟
に
な
つ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
へ
、
共
の
三
壁
面
に
向
つ
て
各
壁
面
に
三

膿
づ
つ
の
佛
像
を
刻
ん
だ
も
の
ら
し
く
、
各
壁
面
の
中
年
の
み
が
坐
像
で
、
雨
脇
侍

が
立
像
に
な
つ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
、
三
壁
面
は
夫
々
三
奪
俳
の
表
現
と
見

ら
れ
る
。
窟
ぼ
西
南
に
面
し
て
ゐ
て
、
東
北
面
以
外
の
二
面
は
、
今
三
奪
中
の

一
脇

侍
を
開
い
て
ゐ
る
。
従
つ
て
之
が
三
年
形
三
面
の
表
現
で
あ
る
こ
と
に
氣
づ
い
た
學

者
は
な
い
や
う
で
あ
る
。
　

　ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′
′

東
北
面
の
中
奪
は
爾
勒
菩
薩
の
坐
像
で
、
共
の
向
つ
て
右
は
十

下
面
観
子
の
立
像
、

左
は

一
般
に
薬
師
如
ホ
の
立
像
と
謂
は
れ
て
ゐ
る
。
頭
部
、
眼
、
眉
に
は
墨
を
施
し
、

其
の
他
の
全
身
に
は
朱
を
塗
つ
て
ゐ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
‐　
　
‐

北
西
面
の
中
奪
は
韓
法
輸
相
の
阿
爾
陀
如
木
坐
像
で
、
其
の
向
つ
て
右
は
立
像
で

あ
る
こ
と
が
分
る
切
り
で
、
奪
名
は
壁
面
の
開
け
て
ゐ
な
た
め
に
分
ら
な
い
。
左
の

脇
士
は
全
ぐ
開
け
失
せ
て
ゐ
る
。
此
の
面
の
二
年
に
は
今
彩
色
の
痕
跡
を
見
る
こ
と

一
一一ハ
一一一
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矢‐lil

大

野

寺

の

岩

壁

蓋

一
　

大

野

寺

の

創

立

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

腎
環
や
修
――――
の
創
立
し
た
室
生
寺
が
本
海
の
創
立
と
誤
ら
れ
て
以
来
、
奈
良
縣
宇
陀
那
三
本
松
村
大
字
大
野
の
大
野
寺
も
、
亦
本
海
の
創
立
す
る
寺
と
稀
し
て
み
る
。
之
は
此
の

寺
が
古
く
か
ら
室
生
の
画
大
門
だ
と
紫
生
寺
で
言
は
れ
て
る
た
の
で
、
西
大
間
で
あ
る
以
上
、
共
の
創
立
者
は
室
生
寺
と
同
じ
で
あ
ら
う
と
推
定
さ
れ
、
か

ヽ
る
縁
起
を
生
ん
だ
も

の

。と
見
ら
れ
る
が
、
此
の
寺
は
其
の
位
置
か
Ｌ
も
、
か
の
有
名
な
大
野
川
封
岸
の
輛
勒
の
碁
壁
を
非
す
る
た
め
の
祀
井
堂
と
し
て
建
立
さ
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
か
ら
、
之
は
怜

か
も
笠
置
寺
が
、
笠
世
山
の
岩
壁
に
刻
ま
れ
た
石
俳
の
祀
井
堂
と
し
て
創
立
さ
れ
た
と
同
じ
事

情
、
大
谷
寺
が
大
谷
の
石
窟
の
祀
井
堂
と
し
て
誕
生
し
た
と
同
じ
事
情
に
あ
り
、
我
々
は
か
ヽ

る
明
白
な
事
貴
を
抑
何
は
し
い
後
世
の
寺
体
に
よ
つ
て
蔽
ひ
否
む
必
要
は
な
い
。

一一
　

岩

壁

の

爾

勒

像

，大
野
川
の
岩
壁
に
オ
ま
れ
て
ゐ
る
爾
勒
像
は
奈
良
縣
の
史
蹟
調
査
報
告
に
擦
れ

ば
、
穂
高
四
十
五
尺
五
寸
、
光
背
幅
十
四
人

一
寸
、
地
盤
よ
う
壇
上
ま
で
が
十

一

尺
五
寸
、
肩
幅
十
尺
ヽ
頭
長
六
尺
二
寸
八
分
、
面
幅
三
尺
七
寸
五
分
、
左
眼
の
長

さ
六
寸
七
分
、
右
眼
の
長
さ
六
寸
六
分
、
鼻
幅
八
寸
四
分
（
日
幅
九
寸
八
分
、
肩

長
八
寸
三
分
、
耳
長
二
尺
五
寸
八
分
、
蓮
皇
幅
十

一
尺

一
寸
五
分
で
め
る
が
、
後

述
の
如
く
之
は
笠
置
の
爾
勒
石
像
を
模
し
た
も
の
で
あ
る
。
笠
置
の
爾
勒
は
天
治

元
弘
の
火
災
に
焼
韻
し
て
今
は
頭
光
と
暴
身
光
の
彫
め
凹
み
を
遺
す
の
み
で
あ
行

第 2鈍 臓1 大 野 寺 の 爾 勒 石



が
ヽ
狂
々
は
此
の
模
刻
に
よ
っ
て
今
は
な
。ぼ
原
石
像
を
考

へ
る
こ
ｔ
が
出
来
る
α
先
年
こ
の
大
岩
壁
の
前
に
足
場
を
か
け
て
拓
本
を
と
っ
た
時
、
胸
部
つ

凹
み
か
ら
経
巷
様
の、
も
の
を
委
見
し
た
が
、
夫
等
は
何
れ
伊
剣
讀
す
る
こ
と
が
出
ホ
な
い
も
の
で
ぁ
っ
た
と
い
ふ
。
こ
の
大
石
佛
の
向
つ
て
左
に
種
子
で
′

奪
勝
曼
茶
羅
が
刻
ま
れ
て
ゐ
る
。
紙
本
、
絹
本
に
書
か
れ
た
法
曼
茶
羅
は
非
常
な
数
に
上
る
が
、
岩
壁
面
に
銑
刻
さ
れ
た
法
曼
茶
羅
は
必
す
し
も
多
く
は

な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
　
．

こ
の
岩
壁
に
つ
い
て
は
興
雨
寺
別
営
火
第
′等
に
詳
細
な
、
確
貸
な
記
載
が
あ
る
。
印
ち
稚
縁
大
信
正
の
三
度
日
の
任
記
、
水
元
記
の
條
に

よ
信
正
頃
年
以
恭
、
豪
清
浄
大
願
、
仲
沖
際
籐
大
野
郷
之
納
、
制
李
磐
石
牛
腹
、
奉
彫
爾
勒
立
像
、
蓋
轡
貯
を
僻
胸
ヽ
仲
規。
距
而
已
、
俳
像
神
異
、
銀

．
験
済
々
多
、
承
元
三
年

配

〓
一月
七
日
撤

被
遂
供
養
、
以
小
田
原
佳
階
杢
法
師
、
篤
唱
導
、
非
有
殊
徳
人
以
、
不
受
之
、
供
養
之
日
、
有
上
皇
稿
幸
、

木
像
給
像
者
、
雖
相
好
厳
麗
、
恨
之
非
不
朽
、
至
石
像
者
、
殆
可
至
遠
、
龍
花
三
含
之
期
、
雖
不
如
笠
置
霞
像
、
今
営
聖
代
、
奉
彫
敷
丈
石
像
、
豊
非

勝
事
哉
、
殊
者
欺
叡
信
、
有
御
臨
幸

云
々
印
常
供
養
之
日
、
被
行
動
賞

ど
あ
り
、
百
錬
抄
、
承
元
三
年
二
月
の
條
に
も

「
七
日
、
上
皇
御
幸
長
谷
寺
井
宇
多
郡
内
大
野
石
佛
、
八
日
、
還
御
奈
良
」
と
見
え
、
興
応
寺
略
年
代
記

承
元
三
年
の
項
に
も

「
二
月
七
日
、
大
野
石
佛
供
養
、
有
御
幸
、
別
常
蒙
賞
」
と
見
え
る
の
で
ぁ
る
。
印
ち
こ
の
大
野
の
地
は
室
生
寺
の
創
立
者
の
一
人

修
園
の
創
立
し
た
興
廟
寺
離
の
博
法
院

始
嫉
嚢
姉
酬
Ｍ
の
領
で
あ
っ
た
の
だ
。
我
々
は
之
に
よ
つ
て
此
の
岩
壁
の
大
石
像
が
、
興
応
寺
の
別
院
と
し
て
創
設

さ
れ
た
こ
と
を
理
解
し
得
よ
う
。

「
笠
置
石
像
以
駕
規
模
」
と
明
記
し
て
ゐ
る
の
も
う
れ
し
い
が
、
音
は
今
の
や
う
に
創
作
と
い
ふ
こ
と
を
筆
ぶ
の
で
な

く
、
事
ろ
信
仰
の
篤
い
も
の
、
著
名
な
も
の
を
模
す
る
こ
と
を
こ
そ
奪
い
こ
と
ヽ
考

へ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
之
は
誇
を
以
て
特
記
し
て
ゐ
る
の
で
ぁ
る
。

承
元
三
年
二
月
七
日
の
落
慶
供
養
會
に
は
畏
く
も
後
鳥
％
上
皇
が
此
の
遠
僻
邊
阪
の
部
地
に
御
幸
遊
ば
さ
れ
た
と
い
ふ
の
で
ぁ
る
か
ら
、
岩
壁
の
像
の
造

顆
と
し
で
は
破
格
の
光
榮
を
僚
つ
た
詳
で
、

「
木
像
綸
像
者
、
雖
相
好
厳
麗
、
恨
之
非
不
朽
、
至
石
像
者
、
殆
可
至
遠
」
と
い
ふ
も
の
ゝ
言
ひ
方
は
、
今

の
石
佛
愛
好
者
の
好
ん
で
言
ふ
と
こ
ろ
と
同
じ
で
あ
る
。
然
も

「
雖
不
如
笠
置
霊
像
」
と
言

つ
て
ゐ
る
の
は
昔
の
人
ら
し
い
告
自
で
あ
る
。
我
々
は
此
の

氣
の
毒
な
告
白
を
聞
く
に
及
び
、
ス
先
年
東
海
道
浩
線
に
如
何
は
し
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
槻
音
像
の
造
ら
れ
た
の
を
考

へ
併
す
る
と
、
精
神
文
化
の
造
形

表
現
は
、
時
代
と

ヽ
も
に
退
化
し
て
ゐ
る
こ
と
を
認
め
ぎ
る
を
得
な

い
。

京
都
府
相
業
部
営
尾
村
大
字
岩
般
に
同
じ
く
笠
置
の
輛
勒
像
を
模
し
た
磨
崖
佛
が
ぁ
り

大

野
寺

の
岩

壁
喪

高
さ
八
尺
、
頭
光
と
身
光
を
五
分
許
り
彫́
，
沈
め
、　
中
に
爾
勒
の
立
像
を
陰
刻
し
て
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